
第１回北広島市外部評価委員会 会議録 

 

日時：平成１９年６月 14 日（木） 

午後１時 30 分～２時 30 分  

会場：役所本庁舎（２階）会議室  

 

１ 開会  

事務局の司会進行により開会。 

 

２ 委嘱書の交付 

上野市長、各委員へ委嘱書を交付。 

 

３ 市長あいさつ （要旨） 

    皆さん忙しい中ご出席いただき、ありがとうございます。また、このたびは外部評

価委員を快くお引き受けくださり、ありがとうございます。 

    国も地方も財政が厳しい状態です。北広島は人口61,000人で毎年伸びていますし、

企業立地も順調ですが、やはり財政状況は厳しくなっております。そこで平成１７年

度に行財政構造改革大綱を策定し、財源不足の解消、政策評価などの改革に努めてい

るところです。その一環として、市民の目で政策評価や補助金評価などをお願いして、

政策評価の客観性を高め、補助金の透明性の確保に努めていきたい。任期は 3 月まで

です。お忙しい中ではありますが、よろしくお願いいたします。 

 

４ 委員・事務局紹介 

    各委員および事務局が各々自己紹介。 

 

５ 外部評価委員会設置要綱の確認 

    事務局より、外部評価委員会設置要綱の概要を説明。 

 

６ 委員長の選出 

    事務局より、委員へ委員長選出方法を問う。澤井委員、自ら公募委員を理由に辞退。

委員から「事務局一任」の声あり。事務局より、委員長に村川委員を提案。一同承認。

（この後、市長は公務のため退席。委員長、司会進行を事務局から交代） 

 

７ 議 事 

 

（１）副委員長の指名について 

    委員長、麻生委員を副委員長に指名。 

 

（２）外部評価の実施にあたり 

    事務局より、「外部評価導入の目的」と「外部評価委員会の役割」について、概要説

明。また、「政策評価」について、資料１（北広島市の政策評価の概要）、資料２（政

策評価の今後の方向性）、資料３（平成 19 年度政策評価実施要領）から概略を説明。 

 

 質疑 B 委員 

     ホームページから何枚か選んで見てみたが、有効性・効率性などの評点の尺度が

分からなかった。 

  



    事務局 

     個別具体の評価のときにあらためてお話しするが、評価調書 1 面の下部に記入さ

れる指標をみて有効性などを判断する。本来は目標数値に対する実行度合を見て

いく。 

    委員長 

手元の資料は、調書のサンプル。具体的な評価を行う段階でまた説明していただ

きたい。 

     スケジュールでは提言のまとめを 12 月までに出すことになっているのは、次年

度予算に間に合わせるためか。 

    事務局 

     来年度予算に反映するためには、10 月初めまでに事務事業の外部評価を出して

いただきたいと考えている。全体的なまとめは、12 月になる。 

    委員長 

     10 月に出すのは、文章ではなく、個々の評価に対する委員会提言であると理解

する。 

 

  《補助金等評価》 

    事務局より、「補助金等評価」について概略を説明。 

 

（３）事務事業評価に係る対象事業の選定について 

    事務局より、議案を説明。今年度 10 回という制約の中で評価をしていただくが、

第 6 回会議までを事務事業評価に、残り 4 回を補助金評価に使い、最終回では全体の

まとめも行いたい。 

    2 回目から 4 回目までの 3 回で可能なヒアリングは、24 本から 30 本がリミット

と考えている。 

    そこで、内部評価を行う 450 本の事務事業から何本かに絞ることをご了承いただき

たい。その際は、なるべく市民生活に密着したものや、市民の立場で力が発揮できる

ものがいいと考えている。また、ある程度分野が広がれば、評価を受ける側も評価に

対する真剣味が増すと思う。 

 

 質疑 委員長 

     絞込み方については、特定の部局に偏らない方がよいと思う。 

    C 委員 

     450 本とあるが、我々では絞りきれない。事務局である程度絞り込んで設定した

方がいいと思う。  

    A 委員 

     450 本あって、そこから 20 本くらい選ぶ場合、監査のやり方では特に金額の大

きいものを選ぶ「金額基準」という方法がある。質的なもので選ぶのは難しいか

もしれない。 

    B 委員 

     投資した分の有効性などを見るには、各部局の事業規模で選ぶのも良いのではな

いか。そうなると、事務局で選んでもらうのがよいかもしれない。 

    事務局 

     金額と事業規模では、結果は同じかもしれない。例えば、福祉事業では対象者が

多いために金額が大きいものがある。それらを考えながら、事務局である程度絞

り込むことは可能と思う。 

  



 

    委員長 

     北広島の独自事業があれば、入れていただいてもよいと思う。 

    Ｄ委員 

     環境が叫ばれているので、ドッグランなども評価していきたい。 

    委員長 

     今話し合ったようなことを前提に、ある程度の幅を持たせて絞っていただければ

いいと思う。 

    事務局 

     事務局で 40 本くらいに絞ったものの中から、委員会で選んでいただきたいと思

う。次回からさっそくヒアリングに入っていくが、次回ヒアリングする 10 本は

事務局にまかせていただく形でよいか。 

    委員長 

     40 本程度に絞ったリストを事前に送っていただき、5 人がそれぞれ評価したい事

業に印をつける方法で、印の多いものからやってはどうだろうか。 

 《 委員一同、了承。》 

     次回からのヒアリングには、どのくらい時間をかけるのか。 

    事務局 

     ヒアリングに 2 時間、ヒアリング後の確認に 30 分程度と考えている。 

    B 委員 

     票が分散して、結局事務局に絞ってもらうことになるのでは？ 

    C 委員 

     まずはやってみよう。 

    委員長 

     初回だし、どの事業でもヒアリング（評価）していこうという気持ちで取り組も

う。まずは 40 本を事務局でピックアップして事前に送ってほしい。それをチェ

ックさせてもらい、あとは事務局の判断に任せる。  

 

（４）今後の予定 

    7 月開催の委員会日程を調整し、次のとおり決定した。 

    第２回会議 7 月 9 日（月）午後 1 時 30 分 本庁舎（2F）会議室 

    第 3 回会議 7 月 19 日（木）午後 1 時 30 分 本庁舎（2F）会議室 

《会議の公開について》第 2 回・第 3 回会議を原則公開とすることを決定。 

 

８ 閉会（午後 2 時 36 分） 

 

 

出席者 外部評価委員会 麻生敏子 天羽 浩 澤井將美 平山成信 村川 亘 

 

事務局 企画財政部 市川部長 

改革推進課 木下課長 中畑主査 小島主査 前野主査 

財政課   佐藤課長 工藤主査 中屋主査 

 

    傍聴者  １名 

 

  


